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訓練生募集訓練生募集訓練生募集

下仁田まちづくり委員会　会員募集下仁田まちづくり委員会　会員募集下仁田まちづくり委員会　会員募集

高崎市山名町の職業訓練校で訓練生を募集します。授業料は無料。求職中で就職を希望する方が対象です。
募集訓練コース　・ＣＡＤ／ＮＣ技術科
　　　　　　　　・機械加工エンジニア科（若年者向けコース）
　　　　　　　　・電気設計技術科（若年者向けコース）
募集期間　平成２６年４月１日（火）～平成２６年５月９日（金）
申込み先　各公共職業安定所
問合せ先　（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構　ポリテクセンター群馬訓練課　q０２７－３４７－３７３６
※毎週火曜日１３時より見学会を実施しています。（申込み不要）

　下仁田町を一緒に盛り上げよう！
　大好きな下仁田町、この町の良い所や隠れた魅力を発見し、多くの方に
下仁田へ来てもらおう。
　そんな気持ちをお持ちの方、私たちと一緒に活動してみませんか？
年齢・性別は不問！
活動内容　　　　下仁田へ行ってんべ～祭　１回／年
月例会議　　　　１回／月
会　　費　　　　１,０００円／年
問合せ先　　　　委員長　黒澤雅史　q０９０‐８５９６‐３３０３

火葬業務職員募集火葬業務職員募集火葬業務職員募集
募集人数　　若干名
業務内容　　し尿処理施設・ごみ焼却施設・ごみ資源化施設・火葬場施設の運転業務及び現場作業従事（主に
　　　　　　火葬業務となります。）
採用期日　　平成２６年８月１日採用予定（見習い臨時職員期間あり）
受験資格　　高校卒業程度以上、４５歳未満の者（平成２６年４月１現在）、普通自動車運転免許を有すること
試験の方法　書類審査・作文及び面接試験 　
試験日時　　平成２６年４月２５日（金）午後１時３０分～　下仁田町役場
給　　与　　甘楽西部環境衛生施設組合条例による
受験申込手続き及び受付期間

（１）申込手続き
　  市販の履歴書用紙に必要事項を記入（写真を貼付）の上、作文を添付し事務局に提出。（郵便不可）
　 （作文は、原稿用紙に自書で、志望理由、自分の信条、職業観、自己PR等について、４００字程度で記載してく
　  ださい。）

（２）申込受付期間
　 平成２６年４月１日（火）～平成２６年４月１８日（金）までの土曜日、日曜日、を除く午前８時３０分から午後５時１５
　  分まで

（３）受験票の送付
　  予め書類審査を行い、面接試験者には試験の５日前までに受験票を発送
問合せ先　甘楽西部環境衛生施設組合　q６４－８８１１
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臨時職員募集臨時職員募集臨時職員募集

　今年も早いもので、桜の季節となりました。
　いちえの会主催による「桜茶会」を今年も開催いたしますので、お気軽にお出かけください。
　抹茶を飲みながら日本の伝統、文化、美しさを皆様と一緒に味わってみてはいかがでしょうか。
　着物で参加された方には粗品をご用意しております。
日　時　４月１２日（土）正午から午後３時頃まで
会　場　山際公園内・山際会館
参加費　無料

　８月９日の長崎原爆の日に親子での取材をとおして、原爆や平和について考えてみませんか？
対　　象　下仁田町にお住まいの小学生とその保護者で平和・原爆・核兵器廃絶などに興味をお持ちの方。
実施期間　８月８日（金）～１１日（月）【長崎市泊３泊４日】　　　　　
　　　　　＊長崎滞在中、原爆犠牲者慰霊平和記念式典等の被爆地の様子や被爆者への取材をしていただき　　
　　　　　ます。
定　　員　全国の対象自治体から１８人【小学生（４年生以上）１人とその保護者１人の９組】
参加費　　長崎市への交通費、宿泊代、滞在中の取材補助経費は支給します。
応募方法　ハガキまたはＥメールで次の事項を書いてお送りください。①住所 ②参加者の氏名（ふりがな）・性別 ③
　　　　　小学校名、学年 ④電話番号（昼間連絡のつくもの） ⑤保護者の氏名（ふりがな）・性別 ⑥平和を願う一
　　　　　言メッセージ
　　　　　※当協議会ホームページから、Eメールでもご応募いただけます。　

申込期限　５月９日（金）当日消印有効
その他　　カメラなど取材に用いる道具は参加者自身でご用意ください。
※応募者多数の場合は抽選を行い、発表は当選者にのみに通知いたします。

　町教育委員会では、臨時職員を募集します。
業務内容　資料整理及びパソコンデータ作成等
募集人員　１名
応募資格　ワード・エクセル等のパソコン操作ができ　
　　　　る人
採用期日　平成２６年５月から６カ月間
勤務時間　９時から１５時までの５時間勤務
　　　　　（土・日・祝日休み）　
勤務場所　旧小坂小学校及び町教育委員会事務所
賃金等　　町臨時的任用職員賃金支給要領による
申込期限　４月１６日（水）
申込方法　市販の履歴書に必要事項を記入（写真添付）
　　　　　の上、教育委員会教育課学校教育係に提出
面接日　　別途連絡します
問合せ先　教育課学校教育係　電話８２-２１１５（内線７１２）

業務内容　荒船風穴の解説業務及び管理運営に関す
　　　　　る補助（月１５日程度）土・日・祝日勤務有り
募集人員　２名
採用期日　平成２６年４月２０日から６か月（予定）
申込方法　市販の履歴書用紙に必要事項を記入（写真
　　　　　添付）し、教育委員会文化財保護係（事務所：
　　　　　ふるさとセンタ－）に提出してください。（郵
　　　　　送不可）
申込期間　平成２６年４月１日（火）から４月１０日（木）ま
　　　　　での８時３０分から午後５時１５分まで
面接日　　後日連絡します
問合せ先　ふるさとセンター　q８２－５３４５

第８回桜茶会開催

原爆や平和について考えてみませんか？
～長崎へ平和の取材「親子記者」参加者募集～

http://www.nucfreejapan.com

〒８５２-８１１７長崎県長崎市平野町７-８、長崎市平和推進課内日本非核宣言自治体協議会事務局
q０９５-８４４-９９２３　Ｅメールアドレス　info@nucfreejapan.com

問合せ先
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国保人間ドック受診者の募集国保人間ドック受診者の募集国保人間ドック受診者の募集
●受診期間　平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日
●実施機関　下仁田厚生病院
●対 象 者
　①国保加入者で国保税を完納している世帯の方
　②保健センターで行う特定健診（集団健診）を受診しない方
　※注意　年度内に１回です。

●費用・募集人数　　

●主な検査内容
　診察（内科）、心電図、胸部レントゲン、胃カメラ、超音波、血液検査、腹囲測定など
　（短期ドックは、大腸ファイバー及び血糖負荷検査が加わります)。
●同意事項　国保加入者の健康維持のため、人間ドックの申込を受け付けます。
　国保人間ドックを受けた方は、国保特定健診を受診したこととします。また結果によっては、保健センターで
　行う特定保健指導の対象となります。（別途通知）
●申し込み先　下仁田厚生病院　q８２－３５５５

国民健康保険からお知らせ

区　分

１日ドック（日帰り）

短期ドック（１泊２日）

費　用

３４,５６０円

６３,７２０円

個人負担

８,６４０円

１５,９３０円

国保負担

２５,９２０円

４７,７９０円

募集人数

１３５人

２５人

後期高齢者医療保険　人間ドック受診者募集

　後期高齢者医療被保険者の方の人間ドック受診者を
募集します。
町の国保と同様に下仁田厚生病院限定になります。

●受診期間　平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日
●実施機関　下仁田厚生病院�
●対象者�
　①「後期高齢者医療被保険者証」をお持ちで
　　後期高齢者医療保険料を完納している方
　②保健センターで行う健康診査（集団健診）を
　　受診しない方（重複受診はできません）
●募集人員　日帰りのみ　５０人（定員になり次第締め切ります）
●自己負担額　８，６４０円（費用総額３４，５６０円、助成金額２５，９２０円）
●申し込み先　下仁田厚生病院　q８２－３５５５
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ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）
下仁田町大字青倉１５８-1
q７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジオパークで
地域に活力を！！

行事予定
日　時　４月２７日（日）　７時集合出発
場　所　馬居沢簡易水道施設付近
内　容　石仏などの説明を受けながら秋葉山に登ります。
　　　　秋葉山は険しい岩山なので、適した服装等でお越しください。
申込み　ジオパーク推進室　q７０-３０７０
※土日祝日も受付けます。必ずお申し込みください。

ネギとコンニャク・ジオパーク 山岳信仰の山『秋葉山』

『秋葉山祭り』

※下仁田町自然史館では、午前９時から午後４時まで展示室を開放しています。ぜひお出かけください。

問い合わせ先　下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）　q７０－３０７０

▲石造物

▲三角穴 ▲三角穴からの景色

　※不動明王と三十六童子
　秋葉山から下りた林道脇には不動明王像四体が祀られています。不動明王を崇拝するのも御嶽教の特徴のひと
つです。
　この不動明王から秋葉山に向かっての道沿いには三十六童子が祀られています。欠番はありますが、多くの童子
石造物を見ることができます。三十六童子は不動明王の眷属（けんぞく）です。{※眷属：従者、家来}
※名馬磨（する）墨（すみ）伝説
　源頼朝の愛馬「磨墨」に関する伝説は下仁田町や富岡市に残っています。富岡市原には足跡が残り、馬山の黒内
山で育ったことなどが語り継がれている。この地、馬居沢にも観音寺の西方の山の中腹にある岩に磨墨の足跡が残っ
ているとのことです。
※山の名について
　秋葉山の尾根続きに『ごしゅうざん』と呼ばれる山があります。山の看板には「仏岩山」と記されており、登山地図
などには「至仏山」などと記されていることもあります。以前、馬居沢出身の方に聞いた話では「見晴らしの良い山
で上州・武州・甲州などが見えることから五州山だと父から聞いている」と言う話を思い出しました。登ってみるとこ
の由来が正しいように思えます。「仏岩山」も「至仏山」も石造物の多さや信仰の山から付けられた当て字のように
思えます。この山の他にも地元の呼び名と登山地図などの呼び名が違う山が見受けられます。山々にはそれぞれの
伝承があり、出来れば地元の呼び名を反映させてもらいたいものです。それが地域の歴史の伝承につながるひとつ
となるからです。

（下仁田町歴史研究会発表会資料より抜粋）
※秋葉山のアカヤシオ
甘楽地区の方言名はヒトツバナまたはサクラツツジと呼んでいる。ヒトツバナとは小枝に花を一つ付けるところから、
サクラツツジとは、花が淡紅色をしているところからそれぞれ名付けられた名前である。山地の岩場や尾根一帯に開
花する様は見事なものである。花期は４～５月。枝先に５枚の葉をつける。アカヤシオは、一名アカギツツジとも呼ば
れ、関西から四国、九州に自生するアケボノツツジの変種である。（くりっぺ 第３０号より抜粋）
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が
み
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
糖
尿
病
の
人
が
こ
れ

ら
の
病
気
に
な
り
や
す
い
か
と
言
う
と
、脳

梗
塞
も
心
筋
梗
塞
も
動
脈
硬
化
の
た
め
に

血
液
が
流
れ
な
く
な
っ
て
起
こ
る
病
気
で
あ

り
、糖
尿
病
は
そ
の
動
脈
硬
化
の
進
行
を
早

め
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
動
脈
硬
化
を
予
防

す
る
た
め
に
は
、血
糖
値
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
大
切
で
す
。

糖
尿
病
と
認
知
症

　
最
近
、高
齢
化
に
伴
っ
て
認
知
症
患
者
の

増
加
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

初
老
期
か
ら
発
症
す
る「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」

が
日
本
で
も
急
速
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
糖

尿
病
患
者
で
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
が
糖
尿
病

で
な
い
人
の
２
・
０
〜
３
・
４
倍
と
い
う
調
査
結

果
も
あ
り
ま
す
。ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
「
３

型
糖
尿
病
」
と
す
る
論
文
も
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
の
予
防
・
早
期
発
見

　
以
上
の
よ
う
に
糖
尿
病
は
放
置
す
る
と

怖
い
合
併
症
を
起
こ
す
病
気
で
す
。
し
か
し
、

言
い
か
え
る
と
「
合
併
症
が
起
こ
っ
て
い
な
け

れ
ば
、単
に
血
糖
値
が
上
が
り
や
す
い
体
質
」

と
も
言
え
ま
す
。
そ
こ
で
、予
防
と
早
期
発

見
が
重
要
で
す
。

　
糖
尿
病
は
早
期
で
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症

状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
健
診
を
毎
年

受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
診
断
は
血
糖
値

で
行
い
ま
す
。
糖
尿
病
型
の
高
血
糖
が
別
の

日
に
２
回
確
認
さ
れ
れ
ば
、糖
尿
病
と
診
断

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
１
〜
２
ヶ
月
の
平
均
の
血

糖
値
が
分
か
る
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン・
エ

イ
ワ
ン
シ
ー
）値
が
６
・
５
％
以
上
の
場
合
や
、

糖
尿
病
の
典
型
的
症
状（
口
渇
、多
飲
、多
尿
、

体
重
減
少
）が
あ
る
場
合
、確
実
な
糖
尿
病

網
膜
症
が
あ
る
場
合
は
、１
回
の
検
査
だ
け

で
も
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
ま
す（
図
２
）。
糖

尿
病
と
診
断
さ
れ
て
も
現
在
は
様
々
な
良
い

治
療
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、も
よ
り
の
医
療

機
関
で
治
療
を
受
け
て
下
さ
い
。

　
糖
尿
病
の
予
防
の
た
め
に
は
食
事
と
運
動
、

肥
満
の
予
防
が
重
要
で
す
。
食
事
療
法
で
は

果
物
や
菓
子
な
ど
の
過
剰
な
糖
質
を
と
る
こ

と
は
控
え
、野
菜
や
海
藻
な
ど
の
食
物
繊
維

や
魚
介
類
を
し
っ
か
り
摂
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
運
動
は
、や
や
汗
ば
む
程
度
の
は
や
歩

き
で
、１
回
２０
分
以
上
、週
に
３
日
以
上
続

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
通
勤
の
途
中
で
歩

く
な
ど
、日
常
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
る

こ
と
が
長
続
き
の
こ
つ
で
す
。
掃
除
な
ど
の
家

事
も
有
効
な
運
動
で
す
。
市
町
村
の
保
健
セ

ン
タ
ー
で「
糖
尿
病
予
防
学
習
会
」
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
相
談
し
て
下
さ
い
。

「
病
気
と
健
康
」シ
リ
ー
ズ

図1 図2


